
モーパッサンの幻想短編小説（三）

野浪嗣生

すでに前世紀末から19世紀初頭にかけてメスメール (F.A. Mesmer) 

のような人がいたが (LeHorlaの中でモーパッサンも名前を挙げてい

る）， 19世紀に入ってからヨーロッパでは精神医学ないしは精神病理学の

研究が急速に進展していく。著名なところでは例えばイギリスではプレイ

ド (J.Braid)の Neurypnology,or the Rationale of nervous sleep, 

considered in relation with animal magnetism (1843)が（彼は催眠

状態を生じる方法を発見し，シャルコに影響を与える），あるいはイタリ

アでは著名な犯罪学者のロンプロゾ (C.Rombroso)の Genioe follia 

(1877), l'Uomo delinquente (1877)などが出版され，そしてフラン

スでは， フロイトもその講義を聞いたことがあるというシャルコ (J.

Charcot) の Le~on sur les maladies du systeme nerveux (1885), シ

モン (P.M. Simon) L'Imagination dans la Jolie (1876), シャルコと

リシェ’ール (P.Richer) Les Demoniaques dans l'art (1887)といった

著作が出版されている。 R.デュメニルは：

Le Horla a paru dans le Gil Blas du 26 octobre 1886. C'etait 

le temps oO. tout Paris s'occupait des lec;ons de Charcot a la Salpetri釦e,
oft dans les salons et dans les journaux, les maladies de la person-

nalite, les troubles nerveux, l'histerie, fournissaient matiere a discus-
s1on. (I) 

と述べているが，モーパッサンももちろん無関心であるはずはなく，む

しろ積極的に関心を持っていた。たとえば LeHorla (deuxieme version) 

の中で，主人公はいとこの家で出会った博士を紹介して：

(!) R. Dumesnil, Guy de Maupassant, Tallandier, 1947, p. 233 
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(…) le docteur Parent, qui s'occupe beaucoup des maladies 

nerveuses et des manifestations extraordinaires auxquelles donnent 

lieu en ce moment les experiences sur l'hypnotisme et la suggestion. 

Il nous raconta longtemps les resultats prodigieux obtenus par 

des savants anglais et par les medecins de l'ecole de Nancy. c2> 

と述べた箇所にみられるように，あるいはまたシャルコヘの言及が

Magnetisme,_ Un f ou ? などいくつかの作品のなかでみられることから

も，この種の問題・研究に興味を抱いていたことは明らかである。そして

その成果・知識を有効に利用して，自分の作品に取り入れているのは言う

までもない。そこで，モーパッサンのこの方面における知識，理解度がど

の程度であったのかを具体的に見るために，作者自身と作中人物とがまっ

たく関わりのない，三人称形式で物語られる作品 L'aubergeをすこし詳

しく見てみようと思う。というのもこの作品で作者は作中人物の心の推移，

つまり漠とした不安から始まり，ついで不安が恐怖に変わり，恐怖が次第

に募っていき，幻覚•幻聴を覚え，ついには狂人となってしまう過程を，

まるで臨床医学ででもあるかのようにかなり詳細に， しかも客観性を持っ

て追っているからである。つまり，モーパッサンが狂気や恐怖と幻覚との

関係をどのように把握していたかが良く分かるように思える作品だからで

ある。

では若い山案内人ウルリッヒがおかれた状況とその時の心理状態とを順

を追って見ていくことにしよう。その日，老案内人ガスパールは朝早くカ

モシカ撃ちに出掛けてしまう。ウルリッヒは朝寝坊して遅い朝食を犬と一

緒に食べたあと，物悲しい気持ちとひとりでいることの恐れを感じる：

(...) puis il se sentit triste, effraye meme de la solitude, ca> 

ここですでにウルリッヒが孤独を感じていることに注意しておきたい。

そこで彼はガスパールを迎えに行くことにする。相棒を探して雪の降り積

(2) Maupassant contes et nouuelles, tome II, Bibliotheque de la Pleiade, 
1979, p. 922, 以下 PleiadeIIと略．

(a) ibid., p. 788 
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もった山を歩き廻るが，結局見つからないまま日が暮れかかる：

Et le jeune homme eut peur tout a coup. II lui sembla que le 

silence, le froid, la solitude, la mort hivernale de ces monts entraient 

en lui, allaient arreter et geler son sang, raidir ses membres, faire 

de lui un etre immobile et glace. Et ii se mit Ii courir, s'enfuyant 

vers sa demeure. Le vieux, pensait-il, etait rentre pendant son ab-

sence. II avait pris un autre chemin; ii serait assis devant le feu, 

avec un chamois mort a ses pieds. <4> 
ここでもまたウルリッヒは孤独を強く感じている。しかし山宿へ帰って

みてもガスパールは帰っていないし，すっかり夜になってしまっても帰っ

てはこない。ウルリッヒは当然いろいろその理由を考える：

Gaspard avait pu se casser une jambe, tomber dans un trou, 

faire un faux pas qui lui avait tordu la cheville. Et ii restait etend 

udans la neige, saisi, raidi par le froid, !'a.me en detresse, perdu, crian 

tpeut-etre au secours, appelant de toute la force de sa gorge dans 

le silence de la nuit. <5> 

死んだような沈黙の雪山の中を．おそらく午後いっばい歩き廻ったあと

突然襲われる恐怖。これはもちろん死の恐怖である。また，山宿へ飛んで

帰る時に，ガスパールはもう山宿へ帰っているのだと考える希望的観測。

ガスパールが夜になっても帰ってこないので，あれこれ頭に浮かぶ不吉な

考え。このあたりのウルリッヒの心の動き，心理状態は間然する所のない

もので，いつものことながらモーバッサンの人物掌握の的確さを明白に示

している。

ウルリッヒはガスパールが夜中の一時までに小屋に帰ってこなければ探

しに出掛けることにしたが，結局帰ってこなかったので探しに出掛けてい

き，その夜から翌日丸一日をかけてさんざん探し廻るが見つからない：

(4) ibid., p. 789 

(5) ibid., p. 790 
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Comme il se trouvait trop loin de sa maison pour y rentrer, et 

trop fatigue pour se trainer plus longtemps, il creusa un trou dans 

la neige et s'y blottit avec son chien, sous une couverture qu'il 

avait apportee. Et ils se coucherent l'un contre l'autre, l'homme et 

la bete, chauffant leurs・corps l'un a l'autre et geles jusqu'aux moelles 
cependant. Ulrich ne dormit guere, !'esprit hante de visions, les mem-

bres secoues de frissons. 

Le jour allait paraitre quand il se releva. Ses jambes etaient 

raides comme des barres de fer, son a.me faible a le faire crier 

d'angoisse, son cceur palpitant a le laisser choir d'emotion des qu'il 
croyait entendre un bruit quelconque. 

11 pensa soudain qu'il allait aussi mourir de froid dans cette 

solitude, et l'epouvante de cette mort, fouettant son energie, reveilla 

sa v1gueur. (6) 

山中の雪の中で野宿をした時寒さでこごえてほとんど眠れず，すでに幻

影にも捕らわれているところに注目しておこう。とにもかくにも午後の4

時ごろ山宿へと帰りつき，やっとのことで食事をし，眠ってしまう：

Il dormait longtemps, tres longtemps, d'un sommeil invincible. 

Mais soudain, une voix, un cri, un nom : 《Ulrich》,secoua son en-

gourdissement profond et le fit se dresser. c7i 

まる三日二晩眠らず， しかも死んだような山の中で神経を張りつめて相

棒を探し廻っていたわけで，疲労困懲していることはいうまでもなく， も

はや思考力もなくただただ眠り込むしかなかったのは当然のことである。

そこで突然，自分の名前を呼ぶ声を聞く。

中村希明氏は『怪談の科学』という著書の中で幻覚や幻聴を生じる原因

を精神医学の立場からさまざまな例証をあげて論じておられる。そこにあ

(6) ibid., p. 791 

(7) ibid., p. 791~92 
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げられている原因には精神的緊張，飢餓状態，罪悪感，不眠，孤立，極度

の疲労，死の恐怖などなどいろいろあるが，ここまでのウルリッヒの場合

を見ても精神的緊張，極度の疲労，不眠などがそのまま当てはまるであろ

う。ただでさえ「正常人においても，入眠寸前に聴覚が過敏になる時期が

ある (8)」うえに， これらの条件が加わるのであるから幻聴は必然でもあっ

たといえるのではないだろうか。ともあれ雪の重みで軋む小屋の音か，そ

れとも暖炉の薪の爆ぜる音か，いずれにせよそうしたちょっとした音がウ

ルリッヒの精神的緊張，極度の疲労，十分に探さなかったという後ろめた

さ・罪悪感などから，幻聴として自らの名前を呼ぶ声のように聞こえたと

してもなんら不思議ではない。

この時ウルリッヒは，今ガスバールが亡くなり，魂が肉体を離れて自分

に呼び掛けに来たのだと信じこんでしまう。ウルリッヒは何故こんなにも

簡単に，ためらいもなく霊を信じてしまったのか。ウルリッヒは田舎の素

朴で信じやすい，恐らくは信心深い人物である。この当時の社会的身分か

らみて教育もほとんどないであろう。

状況設定や登場人物の数などは異なっているが， L'aubergeと良く似

た話が Lapeur (1882)の中で語られている。その物語の中で語り手は

狩りをするために森の番人の小屋へ夜泊めてもらいに行くのであるが，こ

の番人は2年前に密猟者を殺したためその亡霊に取り憑かれており，番人

のふたりの息子とその妻たちもまた同じように取り憑かれている。そこで

語り手は，亡霊などは存在しないしそんなことはありえないと番人親子を

諭すのであるがまったく無駄であった。番人親子は固く亡霊を信じている

のである。この当時であればこれはやはり当然で，先のウルリッヒと同様

に田舎の，純朴で信じやすい，つまりモーパッサンがクロニックで書いて

いたような過去の「ためらいなく信じる」人達に属する者たちなのである。

一方語り手の方はといえば，狩りをしに行くというのだけを見ても上流階

級に属する人物であることは分かるが，作品の冒頭で恐怖について論ずる

(8) 中村希明『怪談の科学』講談社プルーバックス 昭和63年 p.137 
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ところなどでも理路整然としており，教育程度のかなり高いことが明白に

見てとれる。要するに教育があり，合理的思考の持ち主である者から見れ

ば霊の存在など本来あり得ないことであるし，ー笑に付すぺき事でもある。

ウルリッヒや番人親子のようなまだまだ素朴な人々は疑念を生ずるだけの

知性も知識も持ち合わせておらず， したがって素直に霊の存在を肯定し得

るし信じ込むことができる：

Et Ulrich la(= son ame) sentait la, tout pres, derriere le mur, 

derriere la porte qu'il venait de refermer. Elle r6dait, comme un 

oiseau de nuit qui frole de ses plumes une fenetre eclairee; et le 

jeune homme eperdu etait pret a hurler d'horreur. 11 voulait s'enfuir 

et n'osait point sortir; il n'osait point et n'oserait plus d函ormais,

car le fantome resterait la, jour et nuit, autour de l'auberge, tant 

que le corps du vieux guide n'aurait pas ete retrouve et depose dans 

la terre benite d'un cimetiere. c9> 

それでも夜が明けると落ち着きを取り戻すのであるが，再び夜になると

またもや恐怖に捕らえられて小屋の中を歩き廻る。そして昨夜の自分を呼

ぶ声が聞こえるのではないかと絶えず耳を澄ましている。すると強烈な孤

独感に捕らえられる：

Et il se sentait seul, le miserable, comme aucun homme n'avait 

jamais艇 seul! 11 etait seul dans cet immense desert de neige, seul a 

deux mille metres au-dessus de la terre habitee, au-dessus des mai-

sons humaines, au-dessus de la vie qui s'agite, bruit et palpite, seul 

dans le ciel glace ! 00> 

フランシス・ラカサンは：

La peur provoque un detraquement des sens : ils transmettent 

au cerveau une perception erronee qui suggere une interpretation sur-

(s) Pleiade II, p. 792~93 

囮 ibid.,p. 793 
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naturelle d'evenements ou de faits naturals. Pour jouer pleinement 

son role createur, la peur a besoin de la reunion de certains facteurs. 

Le plus favorable est la solitude renfoncee ou non par l'eclairage 

nocturne. (II) 

と述べているが， ここで重要な要素二つを指摘しておきたい。それはウ

ルリッヒが狭い小屋に閉じ籠もっていることと，今引用したばかりの孤独

感である。中村希明氏は先の著書の中で，幻覚は「一人で狭い空間に閉じ

こめられ，（中略）単調な感覚刺激がくりかえされるという状況に人間が

おかれたときに起こる現象であり，幻覚は，孤立と感覚刺激の低下という

二つの条件下で起こるのである (12)」「幻覚を起こす最大のファクターが感

覚遮断的な環境である四」と述べておられることに注目しておきたい。

この場合の幻覚は感覚遮断性幻覚と呼ばれる。また，「感覚遮断的な条件

が少なく，孤立状況という条件だけが強調されても，やはり幻覚は起こる

のである。これは孤立性幻覚と呼ばれ⑩」る。つまりウルリッヒはどち

らか一方だけでも十分に幻覚を生じる恐れのある条件を二つ共に備えてい

るのである。

この二つの条件に，先にも述べた疲労と入眠時の聴覚過敏がさらに加わ

る：

Vers minuit, las de marcher, accable d'angoisse et de peur, il 

s'assoupit enfin sur une chaise, (…) (15) 

そして再び昨夜の叫び声を聞くのである。このあたりは全く理に叶った

極めて自然な流れといえる。

ついで恐怖から逃れるためにプランデーのがぶ飲みを始めるが，酔いが

(11) Francis Lacassin, postface de Qui sait? et autres histoires就ranges,

Union Generale d'Editions, 1981, p. 281 

(12) 中村希明， op.cit., p. 28~29 

(1$ ibid., p. 31 

(14) ibid., p. 32 

(15) Plei.ade II, p. 793 



70 

さめると途端に例の叫び声が聞こえるのでこの夜から三週間のあいだ徹底

的に飲み続け，ついに小屋にあるブランデーをすべて飲み干してしまう：

En trois semaines, il absorba toute sa provision d'alcool. Mais 

cette soiierie continue ne faisait qu'assoupir son epouvante qui se 

reveilla plus furieuse des qu'il lui fut impossible de la calmer. L'idee 

fixe alors, exasperee par un mois d'ivresse, et grandissant sans cesse 

dans l'absolue solitude, s'enfonc;ait en lui a la faゃnd'une vrille. us> 

この，多量のアルコール摂取のあと突然の摂取中断というのもまた幻覚・

幻聴を生ずる大きな原因のひとつである。アルコール禁断症候群のうち最

も代表的なものが振戦せんもうであるという。振戦せんもうとは，大酒家

が，急に酒を断った「その晩から一睡もできなくなり，脂汗が出，手や体

のふるえが始まり，断酒三日から四日後には，なにもいない壁や天井に小

さな虫や蛇や小人などが見えてきたり，自分を呼ぶ声が聞こえたり，天上

の音楽のような妙なる調べが聞こえるなど，夢の中にいるような幻覚体験

が起こる (17)」ものである。また「幻視がほとんどなくて．（中略）幻聴を

主体としたアルコール幻覚症もあ四」って，「幻覚症の幻聴は，悪口であ

るとか，殺してやるとかの脅迫的な，不安を与えるような内容が多く，同

時に，周りをすっかり囲まれるなどの被害感を伴うことが多い (19)」。まさ

にウルリッヒが陥っている状況そのものである。あるいはまた断酒直後の

一過性の幻聴や幻視（小離脱症候群）といった症状もある。要するに大量

飲酒は幻覚•幻聴の母であるのはよく知られた事実であろう。

このあとウルリッヒは極限状態に追い込まれたあげく，彼を呼ぶものを

見，黙ら・すために戸を開けるがその隙に犬が外に出たのに気が付かないで

再び戸を閉めてしまう。当然その犬は入れてもらおうと思って小屋の周り

を暗きながら徘徊する。今度は幻聴ではなくはっきりと外の音が聞こえる

(I~ibid., p. 794 
(17) 中村希明， op.cit., p. 137 
(!If ibid., p. 140 
(1> ibid., p. 140~141 
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のでウルリッヒはかろうじて保っていた理性も吹っ飛んでしまい，ついに

発狂してしまうのである（因みに先程の Lapeurでも犬が同じ役割を果

たしていた）。

以上，ウルリッヒの置かれた状況とその心理を順を追って見てきたが，

モーパッサンがこの方面の知識にどれほど精通していたかがよく分かると

共に当時の状況もまた推し量ることも可能である。つまり：

Les contes de Maupassant contiennent des diagnostics et descrip-

tions cliniques conformes aux connaissances medicales du temps, qui 

sont beaucoup plus《avancee》quenous ne le pensons d'ordinaire. 00> 

ということができる。

＊ 
＊＊ 

最初に述べたようにその当時の精神医学の発達の影響もあろうし，自身

が内包していることを自覚していたこともあるだろうが，モーパッサン

は狂気に取り憑かれた人々に興味を持っていた (Lesfous m'attirent. 

Madame Hermet C21J)。MadameHermet, La cheuelure, Le Horla 

(premiere version), . Qui sait ? などのように精神病院に入院している

者を主人公とする作品のみならず，妄想に捉えられて《SuほjeJou?》と

自問する作中人物が Fou?, Lettre d'un. Jou, Le Horla (deuxieme 

version)などには登場する。例えば Fou?では《Suis-jefou? ou seule-

ment jaloux? 四》といきなり冒頭から書き出し，それから語り手は自ら

の行為を述べ，最終行は再び《Dites-moi,suis-je fou? 00》で終わる。

語り手の話は冒頭にあるように，語り手の檸猛な嫉妬心による破壊的行為

(2i≫M.-C. Bancquart, Maupassant conteur fantastique, Minard, 1976, 

p. 31 

(21) Pleiade II, p. 874 

(2:,0 Maupassant contes et nouvelles, tome I, Bibliothi!que de la Pleiade, 

1974, p. 522 

(2$ ibid, p. 526 
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の物語である。つまり，語り手に対しては心変わりしてしまった恋人が，

何者かに情欲に燃える様子を見せるので，ひそかに様子を伺っていると何

と彼女は乗馬のあとに愛欲的行為をしてきたような様子を見せる。そこで

語り手はあろうことか馬に対して猛烈な嫉妬をおぼえ，その馬をピストル

で撃ち殺してしまう，まるで馬が人間であるかのように。正に語り手は妄

想にとり憑かれているといえよう。

また例えば Uncas de divorceの主人公は花に対して熱烈な愛情を抱

く：

Elles(= les fleurs) sont si belles, de structures si fines, si variees 

et si sensuelles, entrouvertes comme des organes, plus tentantes que 

des bouches, et creuses avec des levres retournees, dentelees, charnues, 

poudr命sd'une semence de vie qui, dans chacune, engendre un parfum 

different. 

Elles se reproduisent, elles, elles seules, au monde, sans souillure 

pour leur inviolable race, evaporant autour d'elles l'encens divin de 

leur amour, la sueur odorante de leurs caresses, !'essence de leurs 

corps incomparables, de leurs corps pares de toutes les graces, de 

toutes les elegances, de toutes les formes, qui ont la coquetterie de 

toutes les colorations et la seduction enivrante de toute les senteurs 

（．．．） 

Leur flanc se creuse, odorant et transparent, ouvert pour 

l'amour et plus tentant que toute la chair des femmes. Les inima-

ginables dessins de leurs petits corps jettent l'ame grisee dans le 

paradis des images et des voluptes ideales. 四

このような妄想が作中人物の頭の中を占めるようになると当然の帰結と

してその人物は狂気の中へと落ち込んでいくことになる，ちょうど La

chevelureの人物のように：

紛 PleiadeII, p. 780~82 
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On sentait cet homme ravage, ronge par sa pensee, par une Pensee, 

comme un fruit par un ver. Sa Folie, son idee etait la, dans cette 

tete, obstinee, harcelante, devorante. Elle mangeait le corps peu a 

peu. Elle, }'Invisible, }'Impalpable, l'lnsaisissable, l'Immaterielle 

Idee minait la chair, buvait le sang, eteignait la vie. 00 

さきの Uncas de divorceはいわゆる法廷物であるが，上記の日記

を提出した弁護士はこの人物を哀れな狂人と呼び，また結末で《Lesquel-

ques fragments que je viens de vous soumettre vous suffiront, je 

crois, pour apprecier ce cas de maladie mentale, 00》と述べている。

ところで， この主人公の花に対する記述は極めて官能的でエロチックな

ものであり，彼にとっては花はもはや単なる花ではなく，女性の代替物で

ありそれ以上のものである。この事情は Lachevelureの場合でも同じで，

この作品の場合主人公は骨董品に対して恋愛にも似た感情を抱いているが，

就中，購入した事務机の隠し引き出しから見つけ出した一束の女性の髪の

毛に惑溺してしまう，まるで女性に対するように。 M.-C. バンカール

は：

Par l'erotisme,_ nous entrons dans la veritable cruaute et le 

veritable fantastique de Maupassant. Experience du dereglement et 

de la desintegration de l'etre, reflet d'une angoisse, l'erotisme exp-

rime en effet une liaison de violence qui regne dans le monde entier, 

et un malaise du Moi. (27) 

と述べているが，前者 Uncas de divorceでは理想の女性を見つけた

と思いその女性と結婚した主人公は，研ぎ澄まされた神経のために生きた

現実の女性の不浄さを強く感じて唾棄すべきものとして嫌悪し，それに対

する理想的なものとしての花へと引かれてゆく。また， Lachevelureの

僻 ibid.,p. 107 

姻 ibid.,p. 783 

罰 M.-C.Bancquart, op. cit., p. 62 
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主人公は死への恐怖から現在をさらには未来を恐れ，その反動として過去

に魅了され，現実の女性ではないすでに過去の女性に激しくひかれる：

Le passe m'attire, le present m'effraie parce que l'avenir c'est 

la mort. Je regrette tout ce qui s'est fait, je pleure tous ceux qui 

ont vecu; je voudrais arreter le temps, arreter l'heure. Mais elle va, 

elle va, elle passe, elle me prend de seconde en seconde un peu de 

moi pour le neant de demain. Et je ne revivrait jamais. 

Adieu celles d'hier. Je vous aime. c四）

そして，事務机から見つけた髪の毛に魅入られ，その持ち主を熱愛し，

あげくはその女性を再生させてしまうのである（もちろん妄想の産物であ

るが）。この二作の主人公はもちろん，極めてエロチックな関係にあった

Un Jou? の主人公も人格の崩壊に陥ってしまっており，最早もとの状

態に回復することは不可能である。まさに《L'exceserotique ouvre sur 

la folie, le meurtre, la mort, en meme temps qu'il revet d'une sorte 

de《sacre》ceuxqui en sont les victimes. 09i》といえよう。

さて，幻想作品では何よりも恐怖を生み出さなければならない。たとえ

ば先に取り上げた L'aubergeなどは確かに作中人物が恐怖に捕らわれ人

格の崩壊に至るまでの恐ろしい苦しみを味わっているが， この場合は対象

が明確であり（つまりウルリッヒにはガスパールという特定の幽霊が出現

する），それに何よりこの作品は臨床医学的モデルケースのようなもので

あるので，読者は高所から作中人物を見下ろす感じであって読者自身に恐

怖感を与えるものではない。 《sonjeu d'ecrivain est d'abolir autant 

que possible, au moins pour le temps de la lecture; la distance entre 

son lecteur et son personnage. (30)》とバンカールは述ぺているが， この

ことは幻想作品には特に重要である。読者が作中人物に最も感情移入し易

匹 PleiadeII, p. 109 

(29) M.-C. Bancquart, op. cit., p. 60 

図 ibid.,p. 33 
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いのは，物語が告白であれ独白であれ，あるいは手紙・日記であれ一人称

の『わたし』が物語るのが最良であることはすでにみてきたが， Lui?,

Lettre d'un Jou, La nuit, Le Horla, Qui sait? などその種の作品は

全てそうである。その主人公たちはひとりであるか，孤独な状況に置かれ

ている。 Quisait? の主人公などはむしろひとりでいることを求める

（紀行集 Surl'eauの中でモーパッサンもひとりになる喜びを書いている）。

P.-G. カステックスは：

Parmi ces contes dont le ressort principal est la peur, les 

plus emouvants et les plus fantastiques ont pour personnage central 

un nevrose dont l'equilibre mental succombe ou a succombe mo-

mentanement a l'horreur de se sent1r seul. 匹
と述ぺているが．確かに孤独は危険である，《Quandnous sommes 

seuls longtemps, nous peuplons le vide de fantomes. 四 LeHorla》で

あるから。そして，作中人物が（当然読者も）味わう恐怖は，目に見えな

い，漠然とした捉えどころのない未知の恐怖である。それは日常の世界の

すぐそばにあるいは中にいるのだが知覚できない存在を感じる戦慄なので

ある。

モーパッサンは上記の作品の作中人物達と同じように神経過敏症であっ

た。紀行集 Lavie erranteの中で，ほんのわずかの刺激にも極度に鋭敏

に反応する人達の存在することを述べているが，まさしくモーパッサンが

そのひとりなのである。 E.メイニアルは：

II (=Maupassant) a pour tout ce qui affole les nerfs, pour tout 

ce qui herisse la chair inquiete, detraque le cerveau, et fait battre 

plus vite le creur, une sorte de gout malsain, tres apparent dans son 

Cll) P.-G. Castex, Le conte fantasique en France de Nodier a Maupas— 

sant, Jose Corti, 1951, p. 376 

隣 PleadeII, p. 921 
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csuvre. La description minutieuse et implacable de toutes les phases 

de la terreur, les souvenirs et les 1mpress10ns personnelles d'une e-

pouvante irresistible, les cas les plus etranges et les plus inexplicables, 

la debacle effroyable qui emporte la volonte et la raison, toutes les 

variates et tous les effets de la peur lui ont inspire des pages saisis-

santes. 四

と述べているが，はやくも Boulede suifと前後して出版された詩集

(1880)の中の Laterreurで後年のオルラの存在の直観もしくは予感が

描かれており，この後モーパッサンはこの感覚から逃れることもこともで

きずに Lui? Un Jou ? Le Horla, Qui sait? へと辿って，人間を崩

壊してしまう恐ろしい存在を見事に活写するのである。

本稿は学部共同研究費による研究発表の一部を成すものである。

（本学教授）

図 E.Maynial, La vie et l'四uvrede Guy de Maupassant, Soci臨 de

Mercure de France, 1906, p. 239~40 




